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本稿の目的は，黒澤隆朝・小川一朗編『標準師範学校音楽教科書』（1938）の歌曲を概観することに

よって，国定師範学校教科書が発行される直前の検定済教科書における歌曲の特徴と傾向を明らかにす

ることである。 『師範音楽本科用巻一』（1943）との比較を通して，以下の3点が明らかとなった。

①『標準師範学校音楽教科書』は，歌曲の他，器楽，鑑賞，音楽理論，音楽基礎の分野を含み，編纂さ

れた教科書である。

②8割近くの歌曲は，酉拝の作品ないしは西洋の民謡であり，それらの歌詞は原曲の翻案か，新しく作

られた日本語の詩である。

③ミリタリズム志向の歌曲教材には，4／4拍子，♪，弱敵長調の行進曲が適用されている。
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I．はじめに

1‾．研究目的

本稿の目的は，国定師範学校教科書が発行される

直前の検定済教科書における歌曲の特徴と傾向の一

側面を明らかにすることである。

筆者はこれまで「昭和前期の音楽教員養成」に関

する研究を行ってきた。 国定師範学校教科書である

『師範音楽本科用巻一』（1943）については歌曲

の考察を行った結果，超国家主義，ミリタリズムの

傾向が強いことを明らかにした（鈴木2004：18）。

では，『師範音楽本科用巻一』が発行される直前の

検定済教科書ではどのような歌曲が掲載され，実践

されていたのだろうか。

本稿では，1938（昭和13）年に発行された黒澤

隆朝・小川一朗編『標準師範学校音楽教科書』第一

編，第二編の2冊の検定済教科書を分析対象とした。

当時発行された多くの検定済教科書の中で，『標準師

範学校音楽教科書』を取り上げた理由は，以下の5

点である。

①師範学校と高等女学校の両校を対象とした音楽科

用教科書が多い中で，『標準師範学校音楽教科書』

は対象を師範学校に特化した音楽科用教科書で

ある点。

②著者の黒澤隆朝1）と小川一朗2）は，『改訂標準女

子音楽教科書』3）（昭和14年2月25日修正再版）

や『標準オルガン教則本』（昭和15年7月19日

訂正再版）等の文部省検定済師範学校音楽科用教

科書を複数著した，この分野の推進者である点。

③共益商社書店4）という主流の出版社から発行され，

多くの師範学校において使用されたと考えられ

る点。

④『師範音楽本科用巻一』（以下『師範音楽』と略

記），『師範器楽本科用巻一』（以下『師範器楽』

と略記）が発行される5年前に発行された検定済

教科書であり，『師範音楽』『師範器楽』に影響を

与えた可能性が考えられる点。

⑤香川県師範学校で実際に使用された教科書であり，

当時の授業メモが残されているため，『標準師範

学校音楽教科書』の実践事例を挙げることができ

る点。

2．先行研究の検討と研究の方法

初等教育段階の唱歌，音楽の教科書に関しては，

唐澤宵太郎『教科書の歴史』（1956），堀内敬三・井

上武士編『日本唱歌集』（1958），海後篇臣編『日本

教科書体系近代編第二十五巻唱歌』（1965）等があ

る。しかし，師範学校の音楽科用教科書に関する先

行研究は少なく，別府愛「福井直秋の教育活動と当

時の教育状況一師範学校の教育を中心にして－」



（2000）の中に師範学校の音楽科用教科書に関して

以下のような言及が見られるに留まっている（別府

2000：69）。

師範学校の教科書については，明治40年の師

範学校規定47条で，地方長官の裁断により文部

大臣に開申するものとされ，明治44年の規定改

正によって「文部大臣の検定を経たるものに就き

地方長官の許可を経て学校長これを定むべし但

し文部大臣の検定を経ざる教科用図書を使用す

る必要のあるときは地方長官は文部大臣の許可

を経て一時その使用を許可することを得」と検定

制度が採用された。
この制度は昭和18年（1943

年）に国定制度になるまで続いた。

別府は，上記のような教科書制度に関する記述の

他，師範学校の音楽科用教科書として，『音程教本』

（1912），『師範学校楽典教本』『師範学校本科二部

楽典教本』（1915）『師範音楽教本二部用一・二』

（1931）等数冊紹介している。 しか、しながら，別府

は福井直秋が著した教科書を研究対象としている。
＿

そのため，その他の著者によって編纂された教科書

は除外されている。

ところで，歌詞内容の分類を行っているのは，唐

津の研究である。この分類方法は，音楽教育学の研

究でもしばしば参考にされている。 本稿においても

唐澤による分類に則っている。 しかし，唐澤の研究

は，音楽分析の視点からの検討がなされていない。

なお，先述の唐澤，堀内・井上の研究によると，

小学校の音楽の教科書における超国家主義，ミリタ

リズムの傾向が見られ始めたのは，1932（昭和7）

年の『新訂尋常小学唱歌』（全6冊）とされている。

その傾向がさらに顕著になるのは，1941（昭和16）

年から1943（昭和18）年にかけて発行された文部

省国定の国民学校の音楽教科書である。

前述の通り，文部省国定教科書『師範音楽』には

超国家主義，ミリタリズムの傾向が確認できた。 で

は，『標準師範学校音楽教科書』（1938）においても，

同様の傾向が見られるのだろうか。

そこで，本稿では次の方法を採る。 第一に，「師

範学校教垣要目」（昭和6年）との関係から『標準師

範学校音楽教科書』の位置付けを行う。 第二に，『標

準師範学校音楽教科書』の歌曲について，音楽と歌

詞の2視点から概観する。 第三に，「ミリタリズム」

の歌詞によって構成されている歌曲の特徴ならびに

実践事例を考察する。

なお，表記に関しては旧字体を使用せず，新字体

表記を原則としている。

Ⅱ．『標準師範学校音楽教科書』の位置付け

1．1938（昭和13）年度における検定済教科用図書

の特徴

1886（明治19）年から1938（昭和13）年の問に

おける検定済教科用図書については，『師範学校中学

校高等女学校実業学校青年学校小学校検定済教科用

図書表』5）に掲載されている。 それに基づいて作成

した表1は，1938（昭和13）年度に検定に合格した

師範学校の音楽科用教科書の一覧である。 ここに掲

載されている20冊の教科書の中に，『標準師範学校

音楽教科書』が含まれている。 この教科書と並んで

『国民精神総動員軍歌唱歌集』『大日本傷疾軍人歌』

等軍歌を扱った教科書が発行されていることから，

戦時色が強くなりつつあることが推察される。

ところで，『標準師範学校音楽教科書』が共益商社

書店の作成した教科書の注文書である「文部省選定

昭和十七年度中等学校・青年学校音楽教科書」6）の

中に掲載されている。 このことから，『標準師範学校

音楽教科書』が1939（昭和14）年から1942（昭和

17）年においても使用されたと推察される。

表11938（昭和13）年度における検定済教科用図書



出典文部省『師範学校中学校高等女学校実業学校青年学校小学校検定済教科用図書表自昭和十三年四月至昭和十四年

三月』pp．5－7から作成。

2．「師範学校教授要目」（昭和6年）

『標準師範学校音楽教科書』は1931（昭和6）年

に全面改正された「師範学校教授要目」に基づいて

作成されている。1931（昭和6）年の「師範学校教

授要目」では，師範学校の音楽は「歌曲・楽典・小

学校に於ける唱歌教授法及教材の研究・基本練習・

楽器使用」の5領域に分けられ，各学年の内容，注

意が示されている7）。表2は「師範学校教授要目」

の中から歌曲に関する部分を抽出して作成したもの

である。

師範学校では第1学年から合唱が取り入れられて

いる。また，歌詞に関しては「歌曲ハ歌詞・曲調共

二国民精神ヲ涵養シ得ル高尚優雅ナルモノヲ選ブベ

シ」という注意が記されている。
、表2「師範学校教授要目」における歌曲

出典教育史編纂会『明治以降教育制度発達史』第七巻，

1939年，pP． 753－756から作成。

注時数：週あたりの授業時数。

3．緒言

『標準師範学校音楽教科書』は，第一編（全160

ページ）と第二編（全170ページ）の2編から成り，

巻頭に以下の同じ「緒言」が掲載されている。

緒言

本書は文部省の音楽教授要目に準拠して師範学

校の本科第二部音楽科用教科書として編纂された

ものである。

本書の編纂にあたっては次の諸点について能ふ

限りの努力を払った。

一本書一部を以って，音楽の時間に課せられ

る教材の総ての分野を網羅することにつとめた。

（中略）

二教材歌曲はその教材を広く世界の名曲に求

め之を調，拍子，リズム等の形態及びその内容に

留意し，系統的に配列した。

（以下略）

注下線は筆者による。

緒言にあるように，『標準師範学校音楽教科書』

は，2編を通して歌唱の他，器楽，鑑賞，音楽理論，

音楽基礎の分野を扱っている。 音楽教授法に関する



項目は設定されていない。 しかし，歌唱や器楽の教

材として「小学唱歌」が取り上げられていることか

ら，小学校の「唱歌」との関連性が見られる。

以上，『標準師範学校音楽教科書』は，1938（昭和

13）年に発行された本科第二部8）の音楽科用教科書

であり，歌曲の他，器楽，鑑賞，音楽理論，音楽基

礎の分野を含み，編纂された教科書である。

Ⅱ．『標準師範学校音楽教科書』の歌曲の音楽と歌詞

「教材歌曲」は，「三楽典事項及び音楽理論」「四

楽器奏法練習」の箇所でも例示の素材として用いら

れ，この教科書の中で中心的な位置を占めている。

ここでは，音楽と歌詞の2つの視点から『標準師

範学校音楽教科書』における歌曲の特徴を考察した

い。作曲者，作詞者，形態，調，拍子，発想標語，

速度，音域，伴奏，そして歌詞傾向の一覧表を表3，

4として揚げた。

1．音楽

ここでは表3，4で揚げた中から「作曲者」と「形

態」に着目する。

（1）作曲者

作曲者の出身ならびに民謡を国別に表したもの

が表5である。 地域を特定できなかった6曲を除い

た，計44曲を対象としている。 独13曲，喚7曲と，

半数近くがドイツ，オーストリアの作曲者ないしは

民謡で占められているように，西洋音楽によって大

部分が構成されている。

表5作曲者

（2）形態

第一編の全28曲，第二編の全22曲の形態を示し

たのが，図1である。 第一編と第二編の50曲を合計

した形態の内訳は，斉唱17曲（37％），三部合唱12

曲（26％），二部合唱9曲（20％），・独唱8曲（9％），

四部合唱1曲（2％），輪唱1曲（2％），その他2曲

（4％）となる。合唱形態を採っているのが，23曲

（46％）と全体の半数近くを占める。

歌曲の配列に着眼すると，第一編，第二編とも，

斉唱曲から始まっている。 第一編に関しては，途中

に遣う形態のものも少し含まれているとはいうもの

の，斉唱から輪唱を経て二部合唱，三部合唱へと配

列されている。第二編に関しては，輪唱，二部合唱

が姿を消し，斉唱，三部合唱，独唱を中心に構成さ

れ，第一編では見られなかった四部合唱が含まれて

いる。第一柘では2曲であった独唱が，第二編では

8曲と増加している。 第一編「26船路」は独唱付

三部合唱のように，複数の形態を組み合わせた曲で

ある。



表3　『標準師範学校音楽教科書』第一編

表4　『標準師範学校音楽教科書』第二編



鈴木　慎一朗・奥　忍

2．歌詞

大部分の歌曲は，西洋出身の作曲家，民謡によっ

て構成されていた。 それらのすべての曲の作詞は日

本人の手によって日本語の歌詞が付けられている。

歌詞の分析については，唐澤富太郎（唐澤1956：

532－534）の分叛に基づき，「超国家主義」「ミリタリ

ズム」「教訓」「抒情・叙事」「自然・季節」「生活・

勤労」「学校」の7のカテゴリーを設定した。 第一編

と第二編に掲載されている全50曲の歌曲の歌詞内

容の大意を分類した結果が，図2である。 なお，1

曲の歌詞内容の大意が複数のカテゴリーに該当する

場合には，重複して計算している。

「自然・季節」が最多で28曲，次に「拝情・叙事」

21曲と続いている。 「超国家主義」と「ミリタリズ

ム」を合計すると，14曲となる。

図2歌詞内容の分類

以上から，次のように整理できる。

・歌曲の半数近くが，ドイツ・オーストリアの作品

と民謡によって，占められている。

・合唱形態の曲が，全体の半数近くを占める。

・すべての歌詞は日本人の作詞か日本語翻案である。

歌詞の内容としては，「自然・季節」（28曲）が最

多である。 「ミリタリズム」（5曲）の歌曲も存在

した。

Ⅳ．ミリタリズムの歌曲

1．ミリタリズムの歌曲の特徴

『師範音楽』における歌曲はミリタリズムの傾向

が見られたことは，「I． はじめに」で述べた通りで

ある。『標準師範学校音楽教科書』の中でミリタリズ

ムに分類した曲は,「靖国神社」(第一編2)「護れ空

を」(第一編20)「吾等が精鋭」(第一柘28)「出陣の

歌」(第二編9)「皇軍凱旋」(第二編21)の5曲で

ある。ここではこれらの歌曲がどのような特徴を持

っているかを,音楽と歌詞の2視点から考察したい。

(1)音楽

①「靖国神社」小川一朗

ハ長調,4/4拍子Andantino(」-100),斉唱。

A(a+al+a")B(a+b+bつの二部形式。 こ

の形式は『標準師範学校音楽教科書』の中で次のよ

うに説明され七いる。

これは三楽節よりなる楽段二箇からなる，即ち

二部分形式の曲である。 前楽段は原調（ハ長調）

が最後に属調（ト長調）に転調して完全終止し，

後楽段は原調（ハ長調）が最後に属調（ト長調）

に転調して完全終止し，後楽段は原調に完全終止

してしヽろ＿

無伴奏の有節歌曲である。 雅楽的な音進行が含ま

れているため，神道との連関を感じさせる（譜例1）。

，譜例1「靖国神社」bar． 1－4

出典『標準師範学校音楽教科書』第一鼠p． 14。

②「護れ空を」黒田隆朝

へ長調，3／4拍子，Allegretto（」＝112），斉唱。

前奏の部分を除いた，歌の旋律の小節数は19。 不均

等な小節数で構成される，A（a＋b）B（C＋a）

の二部形式（譜例2）。

譜例2「護れ空を」bar． 20－24

出典　『標準師範学校音楽教科書』第一締，p． 105。

③「吾等が精鋭」　E． Jakobowski

ト長調，4／4拍子，血1egromarziale（」＝108），



三部合唱。歌の出だしの4小節後に続き，8小節の

旋律が反復されている。 ピアノ伴奏付き，有節歌曲

である。出だしの4小節は，ファンファーレ的な役

割を担っている（譜例3－1）。 最後の44小節にお

いて，音域が広がってダイナミックな終結をする（譜

例3－2）。

苛例3－1「吾等が精鋭」bar．7－10

出典　『標準師範学校音楽教科書』第一編，p．135。

譜例3－2　「吾等が精鋭」　bar．43－46

出典　『標準師範学校音楽教科書』第一編，p．139。

④「出陣の歌」R．Schumann

ト長調，4／4拍子，TempodiJnarCia（J＝104），

斉唱。A（a＋a’）B（b＋a’）の二部形式。 ピア

ノ伴奏が付き，有節歌曲である。

弱起とJコを含めたマーチ風のリズムが使用

されているものの，テンポが遅いため重みのある

堂々とした曲想となっている。 ピアノ伴奏について

は，13′」、節になると，伴奏の雰囲気が変わり，低音

域の和音の響きで重々しい雰囲気を持っている（譜

例4）。

譜例4「出席の歌」bar．13－16

⑤「皇軍凱旋」J．Offenbach

ニ長調，4／4拍子，田1egrettoconvivo・（」＝96）．

三部合唱。A（a＋a’）B（b＋a’）C（C＋C’）

の三部形式。 Bの部分で平行調のロ短調へ転調し，

12小節から再びニ長調へ戻る（譜例5－1）。 無伴

奏。弱起と♪を含めたマーチ風のリズムで躍動

感のある曲想である。 9小節でロ短調に転調するこ

とで，前後の曲想と対比させている。 特に17から

18小節の旋律が，21から22小節で，反復されて勇

壮活発な雰囲気で曲を閉じている（語例5－2）。

語例5－1「皇軍凱旋」bar．9－12

出典　『標準師範学校音楽教科書』第二編，p．110。

譜例5－2　「皇軍凱旋」　bar．21－24

出典　『標準師範学校音楽教科書』第二編，p．111

以上，ミリタリズムの歌曲として以下の点が指摘

できる。

・日本人によって作曲された「靖国神社」と「護れ

空を」は，不均等な小節数による二部形式で構成

されている。

ノ・西洋人による既成曲を利用した残りの3曲は，4／4

・拍子，Jコを含めた行進曲風のリズム，弱起，

長調の特徴が見られ，力強さを表している。

（2）歌詞

歌詞についてさらにキーワードによって分析し

たものが，表6である。 これらの曲は「皇軍」「兵器」

「銃」等の軍国主義のキーワードによって構成され

ている。 特に，「出陣の歌」の歌詞は「万葉集」の「海

ゆかば」の詩を踏まえて、作詞されている（資料1）。



表6　「ミリタリズム」の歌曲における歌詞

資料1　「出陣の歌」

出典『標準師範学校音楽教科書』第二編，p． 35

2．歌曲指導の実際

ここでは歌曲が実際にどのように実践されたかに

ついて考察するた桝こ，一例として「皇軍凱旋」を

取り上げる。 取り上げた理由は，香川県師範学校音

楽科教員であった金光武義氏9）の授業メモが残され

ており，当時の歌曲指導の実際を推察することが可

能であるからである。

資料2は金光氏の授業メモである。 これを基に整

理すると，以下のようになる。

1．斉唱

2．前楽段を二重唱＋後楽段を合唱

3．伴唱付き（ラ），ソロまたは斉唱

1

4．三部合唱（教科書通り）

金光氏は三部合唱だけではなく，独唱，斉唱，重

唱の形態で「皇軍凱旋」を指導している。 資料2に

記されている通り「4． 三部合唱」では，指揮や伴

奏も生徒に分担させて，実践的な指導を展開してい

る。

資料3は，伴唱用10）の金光氏編曲の楽譜である。

資料2に記してある通り，金光氏は独唱や斉唱を行

う際の伴奏を，伴唱，つまり声を用いて伴奏を加え

ている。この伴唱は，基本的に『標準師範学校音楽

教科書』に掲載されている三部合唱の楽譜の中声部，

低声部の旋律を使用している。

ここでの伴唱は，4拍子を刻む役割を担っている。

スタッカートを付け，「ラ」で歌うよう資料3に指示

されている。 伴唱の旋律は和音を受け持ち，ひたす

・ら行進している歩兵の様子を想像させる。
この伴唱

に高音部の旋律を加えることで，ミリタリズムの歌

曲の持っ雰囲気を強調している。



今回，授業の中において歌曲の歌詞の意味をどう

指導していたかについては明らかにすることができ

なかった。しかし，音楽面では伴唱を加えることで，

ミリタリズムの歌曲の有する行進曲的な雰囲気を強

調していたことが分かった。

資料3伴唱用の金光氏編曲の楽譜

Ⅴ．『師範音楽』との比較

以上のような『標準師範学校音楽教科書』の特徴

を，5年後に発行された国定教科書『師範音楽』と

対照すると表7のように整理できる。 両教科書を比

較すると，編纂方法の共通点として以下の点が指摘

できる。

・1冊の教科書の中に歌曲，音楽理論，音楽基礎が

含まれている。

・音楽教授法が含まれていない。

・教科書の中において歌曲の占める割合が高い。

また，相違点として以下の点が指摘できる。

・『標準師範学校音楽教科書』では器楽の内容が含ま

れているのに対して，『師範音楽』では含まれて

いない。

・『標準師範学校音楽教科書』では日本音楽史の内容

が含まれていないのに対して，『師範音楽』では

含まれている。

・『標準師範学校音楽教科書』では鑑賞が含まれてい

るのに対して，『師範音楽』では含まれていない。

歌曲に着目すると，共通点としては，すべての歌

詞が日本語である点が挙げられる。 相違点として以

下の点が指摘できる。

・『標準師範学校音楽教科書』では8割の歌曲が西洋

人によって作曲された曲を利用しているのに対

して，『師範音楽』ではすべて日本人によって作

曲されている。

・『標準師範学校音楽教科書』では46％が合唱形態

であるのに対して，『師範音楽』では64％が合唱

形態を採っている。

・『標準師範学校音楽教科書』では自然・季節を扱っ

た歌詞内容が最多であるのに対して，『師範音楽』

では超国家主義，tミリタリズムを扱ったものが最

多である。

表7　『標準師範学校音楽教科書』と『師範音楽』との比較



Ⅵ．おわりに

考察の結果，『標準師範学校音楽教科書』につい

て，以下の4点が指摘できる。

①『標準師範学校音楽教科書』は，師範学校本科

第二部の音楽科用教科書であり，歌曲の他，器楽，

鑑賞，音楽理論，音楽基礎の分野を含み，編纂さ

れた教科書である。

②8割近くの歌曲は，西洋の作曲者によって作曲

された曲ないしは西洋の民謡であり，それらの歌

詞は原曲の翻案か，新しく作られた日本語の詩で

ある。

「自然・季節」を扱った歌詞が多い中，「超国

家主義」「ミリタリズム」の歌詞も使用されてお

り，音楽教科書のミリタリズムの傾向が確認でき

る。

③ミリタリズムの歌詞が付けられていた歌曲の多

くに共通する点としては，4／4拍子，月を含

めた行進曲風のリズム，弱起，長調の特徴を持っ

ている西洋人による既成曲であることが指摘で

きる。
また，実際に香川県師範学校では多様な合唱形

態により実践が行われた。 師範学校音楽科教員が

適宜，編曲を行い，生徒に歌わせていた。

『師範音楽』では西洋の作曲家による音楽が含ま

れておらず，日本が強調されていたのに対し，『標準

師範学校音楽教科書』では西洋音楽が多く用いられ

ていたという大きな相違点が見られる。 しかしなが

ら，『標準師範学校音楽教科書』でもミリタリズムの

歌詞が取り上げられ，戦時色が強くなりつつあるこ

とを推察できる。

今後は，器楽曲，鑑賞曲にも同様に検討を進め，

そしてそれらの楽曲が互いにどう関わり合っている

かについても考察を行いたい。 それと同時に，第一

部と第二部からなっていた師範学校において，音楽

教育の方法や生徒の実態はどのように異なっていた

かについてもさらに，詳細に調査を続けたい。
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1）黒澤隆朝（1895秋田－1987東京）日本の音楽学
者。1921年に東京音楽学校を卒業。教育活動に携わ
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p．333）。
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は低の節約から，これだけ（？）が文部省の指定を
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6）「文部省選定昭和十七年度中等学校・青年学校音
楽教科書」の一部分は，鈴木慎一朗「オルガンから
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の変遷－」『音楽表現学』vol．2，2004，P．41に掲
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7）教育史編纂会『明治以降教育制度発達史』第7巻，
教育資料調査会，1939，pp．753・756。
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